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行った。平均値とSDをTable 1 に示す。その結果、対象による効果がみられた（F （1.62, 
218.65） ＝ 43.26, p<.001, η2 ＝ .24）。多重比較をした結果、父親との心理的距離＞母親との心
理的距離＞友人との心理的距離の間で有意差がみられた。
　次に性別に同様に分析した。平均値とSDをTable 1 に示す。その結果、男性では対象による
効果がみられ（F （1.49, 116.51） ＝ 33.68, p<.001, η2 ＝ .30）、父親との心理的距離＞母親との心
理的距離＞友人との心理的距離の間で有意差がみられた。女性においても対象による効果がみ












がみられた（愛着回避と母親r＝.57, p<.001; 愛着不安と母親r＝.32, p<.001; 愛着回避と友人






































距離においてクラスターによる有意差がみられた（ Wilks’ Lambda ＝ .08, F （9, 316.54） ＝ 63.92, 
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